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新しい生涯学習の拠点 平成12年開設予定

生涯学習総合施設の
建設が始まります

旧千寿旭小学校跡地に 、この3 月から生涯学 習総合施設

の建設が始まります。これは、( 仮称) 新中央図書館や( 仮

称) 生涯学習センターなど が入る複合施設で、さらに、放

送大学東京第三学習センター( 現在東鋳遥= 丁目の4=涯学

習館内に開設) も施設内に 移転する予定です。これらの施

設が総合的に機能することにより、区の牛菲学習推進の中

核として大いに力を発揮するものと期待されています。

施
設
に
は
、生
涯
学
習
の
拠
点
と
し

て
、気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
求
な
エ
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

荒
川
の
風
景
を
眼
下
に
見
下
ろ
す
7
階

に
レ
ス
ト
ラ
ン
が
開
設
さ
れ
る
ほ
か
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、ト
イ
レ
、畦
車
場
な

ど
、い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
、お
年
寄

ひ
や
申
イ
ス
利
用
の
方
の
た
め
の
配
慮

を
し
て
い
ホ
y
。ま
た
、豊
か
な
自
然

空
間
の
荒
川
河
川
敷
と
の
連
続
性
こ

体
慝
を
持
た
せ
る
た
め
、
。高
規
格
(
ス

ー
パ
ー
)
堤
防
事
業
と
連
樵
U
て
整
備

を
行
い
ネ
す
。こ
れ
に
よ
り
、
建
物
の

4
階
か
ら
河
川
敷
(
虹
の
広
場
等
)
へ

出
入
ひ
す
る
こ
と
が
で
き
る
ぶ
つ
に
な

り
ま
す
。

※
高
規
格
(
ス
ー
パ
ー
)
堤
防
整
備
事

業
と
は
、
堤
防
沿
い
を
盛
土
す
る
こ
と

に
よ
り
、
大
洪
水
や
地
震
の
際
に
決
壊

す
る
こ
と
の
な
い
幅
の
広
い
堤
防
(
ス

ー
パ
ー
堤
防
)
を
整
備
す
る
建
設
省
の

事
業
で
す
。
広
く
な
っ
た
堤
防
に
は
、

生
活
に
や
す
ら
觜
と
う
る
お
い
を
与
え

て
く
れ
る
親
水
空
間
が
創
り
出
さ
れ
ま

す

施

設

の

概

要

建
般
地
1
千
住
五
丁
目
1
3
番
(
旧
千
寿
旭
小
学
校
跡
地
)
完
成
予
定
=

1
2
年
1
月
構
造
=
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
地
上
2
1
階
・
地
下
2
階
　

(
区
施
設
部
分
は
地
上
1
階
～
7
階
・
地
下
1
階
)
延
床
面
積
1
3
万

2
千
誣
㎡
(
区
施
設
部
分
は
1
万
&
千
9
3
9
㎡
)

※
な
お
、
こ
の
複
合
施
設
は
、
都
・
住
宅
供
給
公
社
の
都
民
住
宅
と
の
合

築
に
よ
り
建
設
し
ま
す

主
な
施
設
を
紹
介
し
ま
す

(仮
称
)
新
中
央
図
書
館

区
立
の
全
図
書
館
の
中
心
館
と
し

て
、
様
々
な
要
求
に
5
え
至
(
規
模
図

書
館
で
す
。
貴
重
な
図
書
資
料
を
保
存

す
る
役
割
も
備
え
、
最
終
的
な
目
標
蔵

一
数
は
囘
万
冊
。
ま
た
、
C
D
I
R
O
M

等
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
も
活
用
で
き

る
楽
し
い
図
書
館
で
す
。

施
設
内
容
1

般
開
架
フ
ロ
ア
ー
の
ほ
か
、
次
の

ぶ
7
な
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

す

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
相
談
、
児
童
・
障

害
者
サ
ー
ビ
ス
、
外
国
語
図
S
、
電
子

図
書
等

(
仮
称
)
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

。い
つ
で
も
・
ど
こ
で

も
・
だ
れ
で
も

い
き
い
膏
と
学
び
や

急

な
曹

椪
と
し

た
、
生
涯
学
習
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の

中
核
的
な
拠
点
施
設
で
す

。

機
能
―

学
習
情
報
の
提
供
、
学
習
相
談

、
生
涯

学
習
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
指
導
者

の
育
成
、視
聴
覚
教
材
・
資
料
の
研
究

、

高
I
汳

学
習
機
会
の
提
供
、
生
涯
学
習

の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
セ
ン
タ
ー

施
般
内

容
=
情
報
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
、学
習
資

料
室
、研
修
室
(
4
室
)
、多
目
的
ホ
ー

ル
(
可
動
客
席
2
0
8
席
)
、ス
タ
ジ
オ
、パ

ソ
コ
ン
室
、教
材
制
作
室
、調
査
研
究

室
、ワ
ー
ク
ル
ー
ム
、保
育
室
、駐
車

婦
(
t
…
一
台
収
容
)
等

(
仮
称
)
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

区
民
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て

人
気
が
高
い
荒
川
。
そ
の
荒
川
の
自
然

を
大
切
に
し
、
よ
り
身
近
な
も
の
と
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
荒
川
に
関
す
る
情

報
の
提
供
や
活
動
の
拠
点
と
な
台
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
放
送
大
学
東
京
第
三
学

習
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
ま
す
。
放
送

大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
で
授
業
を

行
う
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
正
規
の
大
学

で
すお

問
い
合
わ
せ
は

文
化
施
設
建
設
室

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

生涯学習総合施般完成予想図( 1階～了階) 。8階～21階は都民住宅

スーパー堤防完成予想図

葦
立
ち

交
通
事
故

春
休
み
と
な
っ
て
、
い
よ
い
よ

春
本
番
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
時
期
は
、
交
通
事
故

の
増
え
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

残
念
な
こ
と
に
、
足
立
区
は
、

毎
年
交
通
事
故
死
亡
者
数
の
2
3区

ワ
ー
ス
ト
ー
を
記
録
し
て
い
ま

す
。
7
年
は
2
7大
、
8
年
は
2
3人

も
の
方
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。
け
が
童
灸
芳
は
、
毎

年
3
千
5
0
0人に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

事
故
が
多
い
の
は
特
に
夜
間
。

夜
間
は
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
な

ど
の
原
因
も
あ
り
ま
す
が
、
と
も

か
く
夜
は
人
影
が
思
疋
に
く
い
、

殊
に
黒
い
服
や
木
の
影
に
立
っ
て

い
る
大
、
無
灯
火
の
自
転
車
な
ど

は
見
え
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
夜
間
の
外
出
。
殊
に
お
年
寄

り
の
外
出
に
は
、
注
意
し
て
ほ
し

く
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
事
故
か
ら
守
る

た
め
、
小
学
校
で
は
昨
年
か
ら
、

学
習
活
動
の
時
間
に
交
通
安
全
教

育
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
交

通
安
全
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
身

に
つ
け
て
も
6
つ
た
め
、4
人
の

指
導
員
が
、
各
小
学
校
を
巡
回
す

る
も
の
で
、
ミ
ニ
交
通
標
識
や
信

号
機
、
紙
人
形
な
ど
膏
便
い

、
楽

し
み
な
が
ら
体
に
覚
え
こ
ん
で
も

ら
邨
冫
と
り
2
)
の
で
T

。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
出
か
け
る

機
会
の
多
い
季
節
。
ぜ
ひ
、
交
通

ル
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み

て
く
だ
さ
い

。譲
ひ
合
つ
心
の
ゆ

と
ひ
を
持
っ
て
、楽
し
い
春
休
み

に
な
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

区
長
　
吉
田
万
三

◎ あだち広報の毎月5・15日号は新聞折り込みです。区民事務所や駅の広報スタンドなどにも置いてありますので、ご利用ください
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8
年
度
生
物
補
足
調
査

荒
川
河
川
敷
は
野
鳥
の
い
こ
い
の
場

4
3種
3
0
0
7羽
を
確
認

生
物
の
種
類
・
数
を
継
統
し
て
調
査

す
る
こ
と
は
、
目
に
み
え
な
い
自
然
の

変
化
を
知
る
上
で
有
効
で
す
。
区
で
は

環
境
の
保
全
に
役
立
て
る
た
め
に
、
魚

類
は
夏
に
区
内
5
河
川
で
、
鳥
類
は
荒

川
で
夏
・
冬
の
2
回
調
査
を
続
け
て
い

斈
y
。

鳥
類
調
査

河
川
敷
に
棲
息
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
ー
コ
ミ
ミ
ズ

ク
の
確
昭
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

8
年
度
の
調
査
で
は
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
ー

キ
ジ
な
ど
4
3
種
3
千
γ
羽
の
鳥
を
確
認

し
ま
し
た
。
内
訳
は
8
年
5
月
2
8
日
の

夏
期
の
調
査
で
2
0
種
泌
羽
、
9
年
1
月

3
0
日
の
冬
期
の
調
査
で
3
4
種
2
千
4
2
1
羽

で
す
。
種
・
散
と
も
に
5
年
度
以
降
最

も
多
い
成
果
で
し
た
。
夏
期
よ
り
冬
期

が
多
く
、
冬
期
に
確
認
し
た
2
千
4
2
1
羽

中
、
千
8
8
9
羽
(
約
8
0
%
)
を
水
鳥
が
占

め
て
い
‘
'
チ
。
確
認
さ
れ
た
鳥
の
種
類

は
衷
L
り
と
お
り
で
す
。
水
鳥
は
流
れ

の
お
だ
や
か
な
水
面
で
羽
を
休
ま
せ
ま

す
が
、
千
住
新
櫨
・
西
新
井
橋
間
に
あ

る
梅
田
ポ
ン
プ
所
な
ど
の
排
水
路
は
、

こ
の
ぷ
£
汞
鳥
に
と
っ
て
絶
好
の
場

所
。
ガ
ン
カ
モ
科
の
キ
ン
ク
ロ
(
ジ
ロ

ー
オ
ナ
ガ
ガ
モ
ー
ホ
シ
(
ジ
ロ
を
4
～

5
S
の
至
近
距
離
か
ら
観
察
で
き
ま

す
。
ま
た
、
千
住
新
橋
下
流
に
あ
る
目

然
型
護
岸
の
湾
処
に
も
多
数
の
野
鳥
が

集
ま
っ
て
お
り
、
観
察
し
や
す
い
と
こ

ろ
で
す
。こ
の
他
、
河
川
敷
の
葦
原
に

は
夏
は
セ
ッ
カ
ー
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
、
冬

は
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン

ー
マ
ヒ
ワ
が
見
ら

れ
、
草
原
や
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
夏
は
ヒ

バ
リ
、
冬
は
ホ
オ
ジ
ロ

ーツ
グ
ミ
が
多

数
礎
認
で
煮
ま
し
た
。

魚
類
の
調
査

魚
は
、1
4種
9
2
0匹と
、
確
認
種
類
・

捕
箋
数
と
も
前
年
度
を
上
回
り
、
よ
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
裨
萋
数
が
多
か

っ
た
の
は
、
中
川
や
荒
川
で
、
こ
こ
数

年
ボ
ラ
や
(
ゼ
が
増
え
て
き
た
こ
と
、

書
次
毛
長
川
で
カ
ダ
ヤ
シ
が
大
一
に
採

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。こ
れ
は
、

川
の
水
質
改
善
の
兆
冫
冥
か
が
わ
せ

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。事
実
、綾
瀬

川
が
建
設
省
直
轄
一
級
河
川
の
1
5
年
連

続
水
質
ワ
ー
ス
ト
ー
を
脱
却
し
た
こ

と
、ボ
ラ
の
群
れ
が
中
川
か
ら
綾
瀬
川

を
の
ぽ
ひ
越
谷
市
あ
た
n
ま
で
い
っ
て

い
る
と
の
情
報
が
あ
る
な
ど
、区
民
の

皆
さ
ん
の
環
糒
保
全
に
対
す
る
努
力
が

少
し
ず
つ
実
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。な
お
、
「魚
の
里
親
制
度
」は
今
年

度
も
行
い
、新
た
に
保
護
し
た
魚
は
5

月
に
再
び
川
に
か
え
し
零
y
。

※
魚
の
里
親
制
度
と
は
、
川
に
棲
息
す

る
魚
を
保
護
す
る
た
め
、
水
質
の
悪
化

す
る
冬
の
間
魚
を
捕
簀
し
、
里
観
と
し

て
小
学
校
に
飼
育
し
て
も
ら
い
、
春
に

再
び
川
に
か
え
す
削
度

問
先
=
環
境
課
調
査

酋
(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

あなたの庭先で見られるかも
ジョウビタキ( メス)

表1　 確認鳥類一覧

表2　 河川別捕獲魚種一覧

屋
外
の
照
明
を
暗
く
し
て
…
(ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
)

ヘ
ー
ル
・
ボ
ッ
プ
す
い
星
接
近
!

大
す
い
星
が
地
球
に
接
近
中
で
す
。
3

月
下
旬
か
ら
4
月
中
旬
に
か
け
て
、

ヘ
ー
ル
ー
ポ
ッ
プ
す
い
星
が
日
没
後
の

北
西
の
四一
に
、
長
い
尾
を
引
い
て
現
れ

ま
す
。
こ
の
す
い
星
が

少
し
で
も
見
え
や
す
く

な
る
ぷ
う
、
屋
外
照
明

の
自
粛
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
こ
れ
を
機
会

に
、
美
し
い
星
空
を
取

り
戻
す
た
め
、
大
気
汚

染
防
止
や
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
?

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
a
4

月
1
日
1
6
日

間
先
―
環
境
課
関

整
係

霓
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(代
)

3 月7 日午前5 時、興野二丁
目に て撮影

「
消
費
生
活
問
題
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
」募
集

消
費
生
活
に
お
け
る
身
近
な
問
題
や

商
品
に
つ
い
て
調
査
や
研
究
を
す
る
グ

ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

活
助
期
間
=
1

年
間

対
象
―
区
内
在
住
者
を
主

体
と
す
る
i
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

内

容
I
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
活
動
し
、
結
果

を
報
告
(
報
告
は
冊
子
に
ま
と
め
i
y
)

助
成
金
=
年
間
3
万
円
ま
で
募
集
数

1
1
2
グ
ル
ー
プ
(
書
類
審
査
に
よ
り
決

定
)
募
集
期
間
1
4
月
1
日
～
1
4
日

申
・
問
―
消
費
者
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

く
ら
し
の
危
険
情
報

お
手
持
ち
の
品
物
を
確
か
め
て

7
年
7
月
の
製
造
物
責
任
(
P
L
)

法
施
行
以
来
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
は

様
々
な
商
品
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
相
談
の
中
に
は
発
煙

や
発
火
の
事
故
も
あ
り
、そ
の
つ
ど
広

報
等
で
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、
製
品
奮
脛
U

て
い
る
メ
ー
カ
ー

で
も
、
安
全
性
に
問
題
が
出
た
商
品
に

つ
い
て
、
新
聞
紙
上
に
お
知
ら
せ
(
社

告
)
を
載
せ
、修
理
や
回
収
を
実
施
し
、

事
故
の
未
然
防
止
を
図
つ
て
い
奪
y
。

昨
年
一
年
間
に
出
さ
れ
た
社
告
の
主
な

も
の
は
賚
3
の
と
お
り
で
T

。
家
庭
に

あ
る
品
物
を
も
う
一
度
確
認
し
、
安
全

な
消
費
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

問

先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

表3　 昨年一 年間に出さ れた社告の主なも の ( 国民生活センター「生活ニューネット 」より)

8
年
度

第
二
回
教
育
委
員
会

児
童
・
生
徒
褒
章

区
で
は
、
文
化
活
助
や
体
育
活

動
な
ど
で
大
瀲刄
筬
果
を
収
め
た

り
、
特
に
た
た
え
ら
れ
る
善
行
を

行
っ
た
区
内
の
小
・
中
学
生
に
対

し
、
褒
賞
を
行
っ
て
い
ま
す
。

8
年
度
2
回
目
の
区
長
賞
を
受

賞
し
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。(
敬
称
略
)

小
学
生
・
個
人
の
部

畑
中
卓
也
(
北
鳫
浜
小
)
…
第
4
6

回
全
国
小
・
中
学
校
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
小
学
校
高
学
年
の
部
入
選

/
菅
原
麻
衣
子
(
`
眤
中
)
…
第

6
回
地
球
に
や
さ
し
い
作
文
・
活

動
コ
ン
テ
ス
ト
作
茖
匹
動
報
告
部

門
中
学
生
の
部
優
秀
賞

小
学
生
・
団
体
の
部

足
立
区
一
輪
車
連
盟
ス
ー
パ
ー

キ
ッ
ス
(

―
人
)
・・・
さ
わ
や
か
第
3

回
全
日
本
一
輔
車
駅
伝
大
会
小

学
生
の
部
優
勝

こ
の
ほ
か
1
0
団
体
、3
0
人
が
教
育

委
員
会
褒
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

A
教
材
委
S

会
V

掲
示
板

西
保
木
間
団
地
店
舗
経
営
者
募
集

塘
所
=
西
保
木
間
4
-
1
2
-
2

募
集

数
=
I
戸

賃
借
料
=
1
4万
沺
円
(
月

額
)

敷
金
=
8
4万
3
千
卸
円

共
益
s
=
6

千
1
0
0円

業
種
―
要
相
談

申

・
問
先
―
都
・
住
宅
供
給
公
社
店
舗
業

務
係

き
(
5
4
6
7
)
8
1
5
8

・

「
表
示
登
紀
の
日
」
無
料
相
談

日
時
1
4
月
1
3
日
(
日
)
、午
前
1
0
時
～

正
午

場
所
―
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
(
西
新
井
駅
東
ロ
サ
テ
ィ
4
階
)

内
容
=
土
地
・
建
物
の
関
査
・
酬
薑
/

境
界
問
題
お
よ
び
不
動
産
の
表
示
登
記

問
先
―
東
京
土
地
家
屋
調
査
士
僉
足
立

支
部

野
口

廿
(
3
8
5
3
)
2
0
7
9

看
護
婦
等
無
料
職
業
紹
介
所
「
ナ
ー

ス
バ
ン
ク
足
立
」
開
所

こ
れ
ま
で
看
護
情
報
を
提
供
し
て
き

た
「
足
立
看
護
情
報
セ
ン
タ
ー
」
が
業

務
内
容
に
就
労
あ
っ
せ
ん
を
加
え
「
ナ

ー
ス
バ
ン
ク
足
立
」
と
し
て
新
た
に
聞

所
し
ま
す
。

開
所
日
1
4
月
1
日

場
・
問
先
―
足
立
看
護
嘴
報
セ
ン
タ
ー

千
住
中
居
町
旧一
1
1
0

酋
(
3
8
8
8
)
8
6
7
0

4
月
か
ら
週
4
0時
間
労
働
制
で
す

4
月
1
日
か
ら
週
の
法
定
労
働
時
間

が
改
正
に
な
り
、原
則
と
し
て
週
4
0
時

間
労
働
制
が
全
面
適
用
に
な
り
ま
す
。

現
在
、週
4
4
時
間
が
適
用
に
な
っ
て
い

る
事
業
場
は
、早
急
に
所
定
労
働
時
間

Q
S
r
蚤
行
っ
て
、4
0
時
阿
?
に
な

ぞ
吹
呱
善
奮
お
願
い
し
李
y
。ま
た
、

常
時
1
0人
以
上
の
労
働
者
を
羮
用
す
る

事
業
場
は
就
業
規
則
の
変
更
と
届
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
な
時
間
短

縮
の
方
法
や
就
業
規
則
の
記
載
例
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
相
峡
く
だ
さ
い
。

問
先
―
足
立
労
働
基
準
監
督
署

a
(
3
8
8
2
)
1
1
8
7

都
立
看
護
専
門
学
校
1
日
体
験
入
学

参
加
者
募
集

日
程
=
5
月
1
0
日
・
:
豊
島
・
荏
原
・
青

梅
・
板
橋
/
1
4
日
・
・
・
広
尾
/
1
6
日
・
・
・
公

衆
衛
生
・
松
沢
・
府
中
/
1
7
日
・
:
大
塚

・
北
多
摩
・
爾
多
摩
対
象
1
都
内
在

住
麦
ほ
在
学
の
高
校
生
申
込
―
往

復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名

(
ふ
り
が
な
)
、性
別
、電
話
番
号
、在

学
し
て
い
る
学
校
名
、学
年
、白
衣
の

サ
イ
ズ
(
s
・
M
・
L
、男
子
は
身
長

・
体
重
・
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
)

を
記
入

期
限
1
4

月
1
8
日
必
一

申
先
―
希
望

す
る
各
都
立
看
霞
専
門
学
校
1

日
体
験

入
学
担
当
行

間
先

―
都
・
衛
生
局
看

護
課

廿
(
5
3
2
0
)
4
4
4
1

知
水
資
料
館
(

仮
称
)

の
名
付
け
親

募
集今

年
、秋
に
開
館
予
定
の
「知
水
資

料
館
(
仮
称
)
」の
名
前
を
募
集
し
求
y
。

こ
の
建
物
は
都
会
の
貴
璽
な
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
荒
川
を
a
一
介
し

、
荒

川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る
方
々
の

地
域
交
流
施
設
と
な
り
廖
す
。

応
募

方
法
―
官
製
(

ガ
キ
に
提
案
す
る
名

前

、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

、
電
話
番
号

を
記
入

期
限
=
5

月
3
1日
消
印
有
効

申
・
問
先
=

建
設
省
荒
川
下
流
工
事
事

務
所
事
業
計
画
課
名
付
け
親
募
集
係

〒
1
1
5北
区
志
茂
5
-
4
1
-
1

霑
(
3
9
0
2
)
8
7
4
5

「東
京
都
消
費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
」

開
般都

で
は
、
東
京
都
消
費
者
セ
ン
タ
ー

を
再
編
整
備
し
て
新
し
く
「東
京
都
消

費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま

す
。従
来
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
西
部
支

所
(
新
宿
)
、
東
部
支
所
(
錦
糸
町
)
、

多
摩
西
支
所
(
立
川
)
、
多
摩
東
支
所
(
古

祥
寺
)
の
4
ヵ
所
は
廃
止
に
な
ひ
毒
歹
。

開
所
日
=
4
月
1
日
場
所
=
J
R

飯
田
檎
駅
前
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
1
5～

1
7階

事
業
内
容
=
消
費
生
活
相
談
/

被
害
救
済
/

消
費
者
教
育
講
座
/

商
品

テ
ス
ト
/

消
費
生
活
に
関
す
る
情
報
の

提
供
/

消
費
者
の
自
キ
居

勳
に
関
す
る

事
業

問
先
―
都
・
消
費
者
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
2
3
5
)
1
1
5
1



1997 年( 平成9 年) 3 月25 日 あ だ ち 広 報 第1162号( 3)

保
健

ガ

イ

ド

障
害
を
お
持
ち
の
方
へ

健
康
体
操
教
室
受
講
者
募
集

身
体
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象

に
、
中
国
式
の
健
康
体
操
教
室
を
開
講

し
ま
す
。
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
、

皆
さ
ん
も
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
1
4
月
2
2日
1
9
月
1
6日

ま
で
の
第
1
冫
莟
(
曜
日
(
4
月
は
第

4
、8
月
は
第
3
の
み
)
、午
後
o
時
3
0

分
I
2
時
3
0
分
費
用
―
無
料
申
込

=
電
話
期
限
1
4
月
8
日
東
移
動

困
難
な
方
に
は
、拠
点
間
の
無
料
バ
ス

が
利
用
で
き
李
y
場
・
申
・
問
先
―

東
部
障
客
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

a
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

4月 の献血

問先一東京東赤十字『m迦センター 酋5682- 2801　　　
区役所保健予防系113880- 5111 ㈹

し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
の
桜

健康カレンダー 4月の予定

健康あ・ら・かると

活
躍
し
て
い
ま
す

建
康
づ
く
り
推
進
員

本
格
的
な
高
齢
社
会

を
む
か
え
、
誰
も
が
い

き
い
き
・
は
つ
ら
つ
と

し
た
暮
ら
し
が
出
来
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
7
年
か
ら

、

健
蹶
づ
く
り
推
進
員
の
制
度
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
推
進
員
は
、
保

健
所
や
住
区
セ
ン
タ
ー
を
裘
臑

動

拠
点
と
し
て
、
地
域
の
健
康
づ
く
り

を
一一
活
発
な
も
の
に
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
零
歹
。
推
進
員

の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
①
保
健
所

・
保
健
相
談
所
ご
と
の
健
蹶
づ
く
り

連
絡
会
へ
の
参
加
、
②
保
健
所
・
保

健
相
談
所
、
お
よ
び
住
区
セ
ン
タ
ー

で
の
健
蹶
づ
く
り
事
業
へ
の
参
画
、

③
自
主
グ
ル
ー
プ
で
の
活
励
な
ど
で

す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
区
民
と
行

政
と
の
パ
イ
プ
役
、
健
康
づ
く
り
の

推
進
役
と
な
n
ま
す
。

舎
人
に
住
む
推
進
員
A
さ
ん
は
、

足
立
保
健
所
の
看
霞
教
室
卒
業
生
の

会
「
げ
ん
き
介
」の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

会
で
の
勉
強
を
生
か
そ
冫
と
、
脳
卒

中
や
暇
の
遊
ビ
リ
会
に
参
加
す
る

人
の
た
め
に
、
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
ぃ
穿
y
。
寥
た
保
健
所
か
ら

遠
く
に
住
む
身
体
の
不
自
由
な
人
の

た
め
に
保
健
婦
と
相
談
し
て
、
近
隣

の
舎
人
住
区
セ
ン
タ
ー
で
も
出
張
の

リ
(
ビ
リ
会
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し

て
、
健
康
づ
く
り
連
絡
僉
で
は
こ
れ

ら
の
体
験
か
ら
、
踏
切
で
の
卑
イ
ス

の
危
険
性
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

の
大
切
さ
な
ど
を
提
言
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
南
花
畑
住
区
セ
ン
タ
ー

の
推
進
員
B
さ
ん
は
。
運
営
委
員
会

で
毎
回
、
健
康
に
つ
い
て
の
時
間
を

設
け
て
も
ら
い
、
ク
イ
ズ
夲
暹
し
て

健
康
の
大
切
さ
を
訴
え
て
ぃ
ま
y

。

保
健
所
に
と
っ
て
も
健
蹶
づ
く
り

の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
得
て
、
地
域
の
情

報
や
、
率
直
な
意
見
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
い
、
お
お
い
に
励
ま
さ
れ
て

ぃ
ホ
歹
。

A
保
健
所
保
健
婦
V

佐
野
六
木
土
地
区
画
整
理
事
業

4
月
1
日
(予
定
)事
業
計
画
の
決
定
公
告

区
施
行
の
佐
野
六
木
土
地
区
画
整
理

事
業
が

、4
月
1

日
(

予
定
)

の
事
業

計
回
の
決
定
公

告
に
よ
り
始
ま
り
ま

す

。区
施
行
で
は

、
高
野
地
区
に
つ
い
で

二
番
目
の
施
行
と
な
り
ま
す

。

こ
の
事
業
計
画
の
決
定
公

告
に

よ

り

、
当
地
区
は
事
巣
を
進
め
る
た
め

、

劼
万
の
権
利
者
の
皆
さ
ん
の
中
か
ら

。

土
地
区
画
整
理
審
議
会
の
委
員
を
選
挙

し
、
事
業
に
対
す
る
意
見
や
同
意
を
得

な
が
ら
、
安
全
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

ひ
を
進
め
て
い
き
ま
す

。

事
業
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す

▽
土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称
・・・
東
京

都
市
計
画
事
業
佐
野
六
木
土
地
区
画
盤

理
事
業

▽
施
行
者
の
名
称
…
東
京
都

足
立
区

▽
施
行
地
区
・
:
東
京
都
足
立

区
六
木
二
丁
目
お
よ
び
佐
野
一
丁
目
の

各
一
部

▽
事
業
施
行
期
間
…
9
年
4

月
1

日
か
ら
1
8
年
3

月
3
1
日
ま
で

▽

事
務
所
の
所
在
地
…
東
京
都
足
立
区
中

央
本
町
一
丁
目
1
7
番
1

号
足
立
区
R

所

内

▽
事
業
計
画
の
決
定
年
月
日
・・・
平

威
9

年
4

月
1

日
(

予
定
)

事
業
計
画
が
決
定
公
告
さ
れ
ま
す

と

、
ま
ず
次
の
よ
う
な
事
務
が
行
わ
れ

ま
す

▽
土
地
に
関
す
る
権
利
の
申
告

▽
土
地
の
地
積
の
実
測
確
認
申
請

▽
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
の
選
挙

な
ど

※
事
務
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
地
区
内

の
関
係
権
利
者
の
方
々
に
、
別
途
説
明

会
を
閧
催
し
ま
す

事
業
計
画
の
決
定
公
告
後
は
、
施
行

地
区
内
で
次
の
よ
う
な
建
築
行
為
等
を

行
う
方
は
、
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す

▽
建
築
物
そ
の
他
工
作
物
の
新
築
・
改

築
・
増
築
夸
す
る
場
合

▽
土
地
の
形
質
を
変
更
す
る
場
合
(
土

地
の
盛
土
・
切
土
な
ど
)

▽
移
励
の
容
易
で
な
い
物
件
の
設
置
、

又
は
土
砂
の
堆
積
奮
y
る
場
合

※
こ
れ
ら
は
、
事
業
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
法
律
(
土
地
区
画
整
理
法
第
7
6条

―
項
)
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す

今
後
も
こ
の
事
業
の
進
行
状
況
な
ど

を
広
報
等
を
通
し
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
区
内
で
は
、
組
合
や
都
、
区
な
ど

が
各
地
区
で
関
係
権
利
者
の
方
々
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
土
地
区
回
整
理
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
佐
野
六

木
土
地
区
画
整
理
事
業
に
も
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
先
=
区

画
螯
理
課
事
業
係

酋
(
3
8
a
)
5
1
1
1

㈹

佐野六木土地区画整理事業の流れ

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
④

東
京
に
は
、
た
く
さ
ん
の
企
業
や
事

業
所
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
就
職
の
機
会

が
大
き
ぺ

全
国
か
ら
多
く
の
人
々
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
東
京
で
、
昭
和
5
0年
に
全
国
の

同
和
地
区
の
新
旧
地
名
等
を
記
載
し
た

図
書
が
発
行
さ
れ
、
一
部
の
企
業
が
こ

れ
を
購
入
し
ま
し
た
。

企
業
が
こ
り
ぞ
冫
な
図
■
を
購
入
し

た
事
実
は
、
同
和
地
区
住
民
の
就
職
へ

の
希
望
と
、
基
本
的
人
権
を
蹈
み
に
じ

る
も
の
で
、
企
業
の
社
会
的
責
任
を
考

え
る
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

す
。
政
府
は
、こ
の
事
件
を
基
本
的
人

楷
に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
と

し
、
都
道
府
県
知
亊
あ
て
に
、
啓
発
の

強
化
を
要
請
し
ま
し
た
。

都
で
は
、
企
業
に
対
し
て
公
平
な
採

用
を
す
る
恚
つ
指
導
し
た
り
、
同
和
問

題
の
啓
発
を
進
め
て
孝
声
レ
た
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
今
で
も
企
巣
に
よ
る

同
和
問
題
に
か
か
わ
る
差
別
事
象
が
起

き
て
い
牢
y
。

区
と
し
て
も
、
一
刻
も
早
く
差
別
を

解
消
す
る
た
め
に
、
一
層
啓
発
を
進
め

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

同
時
に
区
民
の
皆
さ
ん
も
、
差
別
意

識
に
つ
い
て
心
の
点
検
を
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
み
ん
な
が
差
別
を
酢
さ
な
い

と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
、

社
会
の
中
か
ら
差
別
を
消
し
去
る
第
一

歩
と
な
る
の
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当
へ
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あなたのしていることは
迷

惑 です!

～まちの迷惑を考える～
放置自転車や、ゴミのポイ捨てなど、「ち よ。とだけなら」「自分

くらい小などと思っていませんか。でも、もし自分の の譱¶こ自
車を皿かれたり、ゴミを捨てられていたりしたら

こな蔘

よね。今: :
の特集は「まちの遍茅を考える」。紹介する内- =1 みんながチョツ14

だけ注意すれば解決できることです。まちめJ
住む皆さん。去ちに 優しくしてあげてく4 さい・

歩
行
者
の
通
行
を

妨
げ
る
や
っ
か
い
者

放

置

自

転

車

手
軽
で
便
利
な
自
転
車
。で
も
、路

上
に
敦
母
す
る
と
や
っ
か
い
者
に
な
っ

て
し
ま
い
家
y
。特
に
、駅
周
辺
の
遭

を
ふ
さ
い
で
い
る
放
漱
自
転
車
は

、
申

い

す
や
ベ
ピ
ー
カ
ー
な
ど
で
通
る
A

に

は
木
迷
惑

。
風
の
強
い
日

に
は

自
転
車

が
剽
れ

、
通
っ
て
い
た
高
恥
者
が
ヶ
ガ

を
す
る
こ

仁
丶

そ
し
て

、
鐓
も
恐
ろ

し
い
の

が
火
事
や
地
震
の

時

。
避

」
し

た
り
救
助
活
勣
夸

歹
る
際

、
大
麦
な
即

害
と
な
2

无

自
転
申
豪
止
め
る
時
は

、
自
転

車
畦

車
塀
昴
莉
用
し
て
く
だ
さ
い

。

問
先
L
自
転
車
佩

魯
(
3
a
)
5
L
L
F

㈹

きれいな道も自転車の放置があると
台無しです

自
宅
の
前
に
ゴ
ミ
が
一
杯
…
…

あ
な
た
は
平
気
で
す
か

ま
ち
で
の
ポ
イ
捨
て

道
を
歩
い
て
い
る
と
た
ぱ
こ
や
9
荅

缶
、
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
な
ど
の
ゴ
ミ
が
目

に
つ
蓆
峯
子
。
軽
い
気
持
ち
で
「
ち
ょ
つ

と
苫
捨
て
て
い
る
ポ
イ
括
て
の
ゴ
ミ
。

誰
が
集
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
t

国
を
は
し
め
、
郡
や
区
で
も
、
も
ち
ろ

ぺ

遭
路
の

済
掃
を
行
つ
て
い

ゆ
ヂ

が
、

区
内
の

遭
略
全
て
の
ゴ
ミ
喬
君
い

繝
け

る
の
は
無
理
葦
こ
と
。
で
も
、
自
分
の

家
の
鵯
や
、
近
所
に
ゴ
ミ
が
菷
ち
て
い

た
ら
あ
な
た
は
平
気
で

瓦

篆

道
ば
た
の

ゴ
ミ
。
い
っ
た
い
だ
れ
が
こ

の
ゴ
ミ
を
拾
う
の
で
し
ょ
う

ドライバーの皆さん

この標識を

ご存じですか?

写
真
の
標
識
を
ご
憚
じ
で
す
y

こ
の
標

掀
は

車
の
進
入

を
禁
止
す
る

「
自
転
車
お
よ
び
歩
行
者
専
用
遭

路
」
。

こ
れ
ら
の

遭
の
多
く
は
、
罕
と

も
の
登

下
校
時
間
、
通
一

、
賈
い
物
の

時
間
な

ど
歩
行
者
が
多
い
時
間
帯
に
車
の

進
入

を
菷
止
し
て
い
家
y

。
こ

の
時
問

帯
に

車
が
通
る
の
は
、
違
法
で

す
。
ぐ

』ろ

が
、
羞
正

さ
れ
た

時
間
に
こ
れ
ら
の
遭

睹
を
「
抜
け
道
」
と
し
て

蒙
止
の

時
間

に
入
っ
て

く
る

車
が
あ
り
市
ヂ

。「
道
矚

が
狹
い
」「
学
校
・
商
店
街
が
近
い

」な

ど
、
事
故
の
危
険
の
多
い
撈
町
あ
な
‘

た
が
使
っ
て
い
る
「
近
遭
」
大
丈
夫
で
f

路
上
駐
車
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い

狹
い
遜
に
車
夸

止
め
て

あ
'『
と

歩
く

人
は
車
道
に
、
は
み
出
し
て
し
巻
冫

』

と

に
な
り
、
車
が
通
行
す
る

た
ぴ
に
ヒ

ヤ
ヒ
ヤ
。高
齢
―

恬
}
じ
て
い
る
豕
や
よ
く
兄
g
け
豕
y
。

公
園
肘
の
駐
車
は
飛
び
出
し
の
危
険

が
あ
り
本
y
。
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

岡
先
=
千
住
一
察
s

き
(
a
～
)
o
i

綾
翻
一

桑
一

魯
(
a
～
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
番

魯
(

～
)
0
1
1
0

公
園
周
辺
は
、
車
で
一
杯
。
写

真
手
前

か
ら
3

台
目
の
車
の
先
に
公
園
の
出
入

口
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
飛
び
出
し

て
き
た
ら
、
あ
な
た
は
止
れ
ま
す
か
?

公
園
は
ゴ
ミ
捨
て
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

公
園
の
ゴ
ミ
箱
は
覃
既
ゴ
ミ
の
集
積

揚
所
で
は
な
い
喘
y
・
-
・
で
叭
痢
の
公

園
に
は
覃
庭
か
ら

持
ち
込
ま
れ
た
牟
ヨ

ミ
な
ど
で
一
杯
。
公
園
は
ゴ
ミ
の
集
積

所
で
H

な
い
で

ず
よ
I
-

問
先
=

水
と

緑
の
公
社

き
(
3
8
8
)
8
1

～

ゴミ箱はもちろん、砂場やブラ
ンコ周辺にも…

公園内のゴミ箱。毎朝の公園

自転車の引き取り料

2 千 円

何に使ってい るの

自
転
車
を
徴
表
さ
れ
た
時
の
引
き

取
り
翕
2
千
円
は
何
に
使
わ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
?
昭
和
5
8
年
か

ら
嫐
云
亊
窰
茖
藺
始
。
豈
匯
讖
科
返

還
を
し
て
い
ま
し
た
。
平
凧
元
年
度

か
ら
撤
去
に
要
す
る
費
用
相
澎
分
と

し
て
、
2
千
円
を
負
衵
U
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
か
、
2
千
円
の
負
衵
ほ

高
す
魴
る
の
で
は
、
と
の
声
も
あ
り

李
y
。
で
も
。
実
瞭
に
麥
す
る
費
用

は
倍
額
以
上
。
足
口

な
い
分
は
区
が

負
担
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
。
放
置

自
転
卑
が
畑
え
る
I
・
撤
夭
す
る
自
転

卑
が
増
え
る
I
区
(
禺
)
の
負
担
す

る
金
額
(
税
金
)
が
増
4
9
と
い
う

こ
と
に
な
n
乖
歹
。
ち
な
み
に
、
8

年
黶
に
自
転
車
の
撤
去
に
要
す
る
予

算
額
は
t
億
8
千
万
円
。
8
年
度
に

撤
去
し
た
自
転
車
は
約
3
万
8
千

台
。
そ
の
中
で
皀
転
車
夲
引
禽
取
り

に
来
た
人
は
令
康
の
6
0
%
に
遍
ぎ
ま

せ
ん
。
こ
の
数
字
、
皆
さ
ん
は
ど
う

思
い
求
す
か
y
・
・
I
'

自
分
た
ち
の
公
園
は

自
分
た
ち
で
き
れ
い
に

公
園
自
主
管
理
グ
ル
ー
プ

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
よ

う
と
、公
園
の
灣
柵
奮
曁
夛
ル
ー
プ
か

町
会
を
中
心
に
増
え
て
き
て
い
穿
y
。

そ
ん
な
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
、伊
輿
町
自

治
会
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、
4

つ
の
班
が
毎
週
日
曜
日
、
朝
の
γ
時
3
0

分
か
ら
公
園
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま

す
。
写
真
は
、
婦
人
部
の
時
の
も
の
。

班
の
代
表
で
參
(
ぶ
啻
井
さ
ん
は
、
「
自

分
た
ち
の
公
園
が
ゴ
ミ
で
汚
れ
て
い
る

の
を
見
て
;
こ
れ
じ
ゃ
い
け
な
い
"
と

始
め
冥
レ
だ
。
始
め
て
み
ア
鳶
鳶
I
C
た

が
、
公
園
に
は
い
ろ
い
る
な
ゴ
ミ
が
捨

て
ら
れ
て
い
李
丁
よ
」
と
示
し
て
く
れ

た
の
が
、
な
ん
と
冷
蔵
廩
。
誰
が
捨

て
た
の
か
分
か
n
ま
廿
刄
が
、
こ
れ
に

は
罵
糞
で
す
。
さ
ら
に
ゴ
ミ
篳
蓍
兄
て

み
る
と
、
家
庭
の
仇
コ
ミ
は
も
ち
馬
ん
、

衣
類
ま
で
捨
て
て
あ
ひ
声
レ
た
。
「
余
り

の
ひ
y
き
に
区
か
ら
ゴ
ミ
箱
を
撤
去
し

て
は
と
の

話
も
あ
り
ま
し
た
が
。
公
園

に
来
た
人

魂
が
ゴ
ミ
箱
が
無
か
っ
た
ら

不
便
だ
1
7

と
思
い
今
で
も
置

き
つ
つ

け
て
い
ま

す
。
ゴ
ミ
策
を

撤
去
し
た
だ

け
で

憾
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
は

ず
。
謇
{
ん

の
モ
ラ
ル
爬
僑
じ
た
い
}

と
の
こ

と
。

公
園
の

覃
既
ユ
ミ
投
裏
が
無
ぐ
な
る

日
岑
慂
じ
て

今
日
も
前
沼
公
園
で
は
、

公
聞
の
灣
掃
を
劈

け
て

い
ま
す
。

問
先
l

水
A
祿

の
公
社

酋
(
1
)
8
1
2
6

毎週掃除をしても、ゴミ
は減りません

なんと! 公園内に冷蔵庫 ゴミ箱も、もちろんきれ
いにします

実

験

道
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ

1
0分
間
で
こ
ん
な
に
!

遭
に
何
気
な

く
捨

て
て
あ
る
ゴ
ミ
の
量

っ
て
ど
の
く
ら
い
に

な
弔

加
で
し

よ
冫

か

9
・
今
回
は
拾
う
時
間
を
1
0
分
間
と
決

め
、
ど
?
ら
い
の
量
の
ゴ
ミ
が
集
ま

る
か
を
岡
べ
て
み
ま
し
た
。
場
所
は
区

内
某
所
。
爽
験
に
協
力
し
て

く
れ
た
の

は
、
梅
島
に
住
む
足
留
さ
ん
。

結
果
は
写
真
の
と
お
り
。
ゴ
ミ
袋
一

杯
に
空
き
缶
を
中
心
に
ゴ
ミ
か
集
ま
り

ま
し
た
。
実
皿
後
、
定
留
麝
洵
の
感
想

は
「
1
0
分
で
こ
ん
な
量
の
ゴ
ミ
が
集
ま

る
な
ん
て
ビ
ッ
ク
リ
で
y
。
私
の
冢
の

前
に
も
タ
バ
コ
な
ど
の
ゴ
ミ
か
専
ち
て

い
ホ
ヂ
。
向
で
、
こ
ん
な
こ
と
を
す
る

ん
で
し
ょ
う
か
ね
。
結
局
、
家
の
前
に
捨

て
ら
れ
て
」
汳
つ
た
ゴ
ミ
は
自
分
で
処

分
y
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ポ
イ
捨
て

す
る
人
は
自
分
の

冢
の
前
で
も
ゴ
ミ
を

捨
刄
Q

ん
で
し
ょ
う
か
?

」

ポ
イ
捨
て
を
無
く
す
に
は
、「
最
初
の

一
人
」
を
出
さ
な
い
こ
と
も
大
事
。「
ポ

イ
捨
て

」
防
止
に
家
の
前
の

掃
除
夸

心

が
け
て
い
る
と
い
う
人
も
い
ま

す
。
誰

も
が
「
最

初
の
一
人
」
に
は
な
り
た
く

な
い
ぷ
つ
で

す
。

「ポイ捨て」で一杯の道路、い
ったいどれくらいのゴミが集ま
るのでしょう?

10分後、こんなになってしまい
ました

実験をお手伝いくださった定留
さん( 梅島一丁目) 。家が駅近く
にあるので、家の前はタバコな
どのポイ捨てゴミが一杯。まち
をきれいにするには一人ひとり
の気持が大切

夜歩く時　 もっと目立って!

高齢者や子ども達にやさしい運転を 春の交 通安全 運動
4 月6 日 ～15日

「
あ
ひ
が
ご
つ

笑
顔
で
か
わ
す
良

い
マ
ナ
ー
」
を
メ
ー
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て

舂
の
交
通
安

全
運
励
を
行
い
ま

す
。
今
回
の
重
点
は

次
官

点
で

す
。

▽
高
齢
者
な
f

ど
も
の
交
通
事
故
防
止

▽
若
者
に
よ
る
二
輪
車
の
交
通
事
故
防

止▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
番
用
の
徹
底

一

遭
路
は
み
ん
な
の
も
の
、
思
い

や
り

を
持
っ
て

交
通
事
故
は
私
た
ち
の
ち
ょ
つ
と
し

た
気
の

ゆ
る
み
や
不

注
意
が
原
因
で

す
。「

こ
こ

を
渡
れ
ば
近
い
か
ら
≒

車
が

避
け
て
く
れ
る
な

ク
う
」「
急
い
で
い
る

か
ら
」
と
い
っ
た
自
分
聘
豕
な
行
動
は

自
分
だ
け
で
な
く

。
ル
ー
ル
を
守
っ
て

い
る
人
ま
で
雲

逕

む
翡
慘
な
交
通
事

鼕

櫻

舌

苫

チ

。

特
に
夜
間
は
そ
れ
ら
の
行
為
が

直
接

死
亡
亊
故
に
つ
な
が
n
乖

す
。

道
路
は

自
分
一
人
で
利
用
し
て
い
る

の
で

は
あ
り

ま
裝
へ

歩
行
者

。自
転

車
・
二
軸
卑
・
四
略
車
等
が
、
様
々
な

形
で

利
用
し
て
い
ま
す
。

自
分
夸

守
る
た
め
に
は

も
ち
再
ん

、

自
分
以
外
の
人
の
た
め
に
も
交
通
ル
ー

ル
は
必
ず
守
り
F

し
ょ
う
。

一

夜
歩
く
睥

も
っ
と
目
立
っ
て
I

L
車
か
ら

あ
な
た
は
見
え
な
い
か
も
～

夜
間
に
発
生
す
る
一

故
の
原
因
の
多

く
は
、
相
チ

か
ら
見
凡
て
い
な
い
こ
と

が
多
い
の
で

す
。

そ
こ
で
歩
行
者
は
白
っ
ぽ
い
服

を
番

る
、反
射
材
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、睹
ぐ

て
も
目
立
つ
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・

二
鴨
車
は
昼
間
で
も
ラ
イ
ト
を
つ
け

て
二
輪
車
ゆ
刀
I
ブ
の
手
前
で
十
分
珮

巡
し
、
無
孤
石
遑
い
越
し
や
進
路
変
更

は
や
め
`
C
よ
う
。
ま
た
、
昼
間
で
も

ラ
イ
ト
夸
g
灯
し
ま
し
ょ
う
。

四
簡
車
は
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
參
以
?
範

め
、
狹
い
遭
で
は
ス

ピ
ー
ド
を
十
分
落
と

し
*
C
よ
う
。
特
に

子
供
や
高
齢
奢
を
見

か
け
た
ら
干
分
注
意

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

圖
1

年
は

交
通
S

故

死
が
減
少
I

～
事
故
の
件
取
は
増

加
中
I

曽
{〔兀

の
ご
協
力

に
よ
り
、
区
内
の
交

通
事
故
死

者
が
冫
年

の
2
7
人
か
ら
2
3
人
へ

減
少
し

ま
し
た
。
し

か
し
、
事
故
発
生
件

数
や
負
傷

零
敵
は
年

々
増

加
し
て

い

ま

す
。交

通
事
故
を
一

件
で
も
減
ら
夛

た
め

に
は
、
私

た
ち

金
員
が
交
通
ル

ー
ル
を

守
る
こ

と
レ

か
方
法
か
あ
り
ま
せ
ん

。

ま
た
、新
一
年
堆
が
通
罍
を
娘
め
る

時
期
で
す
。お
父
さ
ん
や
お
毋
戈
兀
が
、

実
際
に
ヒ
ヤ
ツ
と
し
た
こ
ぶ
`
を
お
子

さ
ん
に
話
し
て

、
串
故
に
瞿
わ
な
い
方

法
奮
取
え
て
あ
げ
て
ぐ
だ
さ
い

。

問

先
―
交
通

安
全
対
策
課

S
(
3
g
)
5
1
1
1

㈹

交通安全運動の行事

西新井警察署 　3852- 0110

千住警察署 　3879- 0110

区内の交通事故発生状況

公
園
で
遊
ぶ
親
子
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

公
園
で
の
迷
惑

公
聞
は
子
ど
も
か
安
心
し
て
遷
べ
る

場
所
。で
も
、気
に
な
る
こ
と
が
い

ろ
い
ろ
あ
る
ぷ
っ
で
す
。公
園
に
集
ま

っ
て
い
た
お
母
癶
瓦
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
て
み
声
レ
だ
。
「
硴
近
ぐ
に
な
る

と
、
公
園
の
周
り
に
卑
が
一
杯
。
小
さ

い
子
か
飛
び
出
し
た
ら
I
・
・
」
「
タ
バ
コ
の

吸
い
殼
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
る
。
子
y

茗

が
小
さ
い
の
で

、
間
遠
っ
て
口
に

入
れ
た
ら
恐
廿
「
砂
場
の
汚
染
が
心

配
。
時
々
犬
や
猫
の
フ
ン
も
多
い
と
こ

'
。
も
あ
る
し
。
・
・
ペ
ッ
ト
萱
祠
う
人
は
管

穗
冨
低
ん
と
し
ア
y
`
だ
さ
い
」
「
公
園

前
に
卑
夸
止
め
ら
れ
る
と
、
乳
母
車
で

公

園
に
入
れ
な
い
こ
と

も
あ
ひ
嫐
T

。

「

ツ
キ
リ
言
っ
て
迷
惑
で
す
」
な
ど
。

公

園
は
み
ん
な

が
安
心
し
て
遊
ぶ

場

所
。
き
れ
い
に
使
い
た
い
で
t
q

き
れ
い
な
公
園
は
、
自
然
と
人
が
集
ま

り
ま
す
。
人
の
集
っ
て
い
な
い
公
園
は

ゴ
ミ
も
多
い

お
菓
子
な
ど
の
、
ポ
イ
拾
て

ゴ
ミ
も
固

り
ま
す
が
、
時
々
ガ
ラ
ス
の
破
片
も
落

ち
て
い

ま
す
。
子
ど
も
が
「

ケ
ガ
を
し

た
ら
」
と
心
配
で
す

赤
ち
ゃ
ん
も
安
心
で
き
る
公
園

が
好
き

砂
場
が
犬
の
フ
ン
で
汚
さ
れ
る
の
は

心

配
。
砂
場
に
囲
い
が
あ
れ
ば
安
心
だ
け

ど
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

く
れ
れ
ば
、
こ

ん
な
必
要
も
な
い
の
に

み
ん
な
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ね
!
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
育
成
手
当

児
童
扶
養
手
当

対
象
―
区
内
に
住
所
が
あ
り

、
昭
和
5
4

年
4

月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童

(
障
害
の
あ
る
児
童
は
1
9
歳
1
1
ヵ

月
ま

で
)

を
養
育
し
て
い
る
母
ま
{
ほ

養
育

者
で

、
父
が
次
の
状
態
に
あ
る
方
・・・
離

婚

、
死
亡
、
生
死
不
明
1

年
以
上
の

遺
棄
ま
た
は
1

年
以
上
の
法
令
に
よ
る

拘
禁
等
で
父
不
在
/

婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
生
袤
れ
た
児
童
で
父
か
ら
認
知
さ
れ

て
い
な
い
た
め
父
不
在
/

父
に
a

度
の

障
客
が
あ
る
(

身
体
障
害
者
手
喚

―
・
2

級
程
度
)

支
給
が
制
限
さ
れ
る
場

合
―
所
得
制
限
以
上
の
収
入
が
あ
る
と

き
(
本
人
お
よ
び
同
居
の
扶
養
義
務
者
)
/

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
と
き
/

児
童
が
父
の
死
亡
等
に
よ
り
公
的
年
金

を
受
給

、
あ
る
い
は
加
給
年
金
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
と
き
/

児
童
が
施
設
に

入
所
し
て
い
る
と
き
/

昭
和
6
0
年
8

月
1

日
以
降
に
支
給
要
件
に
該
当
す
る
よ

う
に
な
っ
た
方
が
】
年
以
上
請
求
し
な

か
っ
た
と
き

手
当
観
(
月
額
)

―
全

貘
支
給
対
象
者
…
4
万
1

千
讚
円
/

一

部
支
給
対
象
者
・・・
2
万
r

千
伽
円
/

児

童
が
複
数
の
と
き
の
2

人
目
・
:
5
千

円

、
―
人
目
以
降
・・・
3
千
円
を
加
算

児
童
育
成
手
当

対
象
―
昭
和
5
4年
4
月
2
日
以
降
生
ま

れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る

児
童
石
養
育
し
て
い
る
方
…
父
母
が
離

婚
/
父
ま
た
は
毋
が
死
亡
あ
る
い
は
、

生
死
不
明
/
父
ま
た
は
母
に
1
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
た
は
母
が
法

令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
蒙
さ
れ
て
い
る
/

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

で
、
父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
て
も
、
養

育
さ
れ
て
い
な
い
/
父
ま
た
は
母
に
重

度
の
障
害
が
あ
る
(
身
体
障
害
者
手
帳
1

・
l
級
程
度
)

手
当
額
(
月
額
)
=
1

万
1
千
5
0
0円

『
い
ず
れ
も

所
得
制
限
が
あ
ひ
ま
す
。状
況
に
よ

り
申
請
に
必
要
な
も
の
が
異
な
り
零
y

の
で
、
お
問
い
合
せ
ぐ
だ
さ
い
。

申

・
問
先
=
児
重
乖
当
係

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

家
族
介
護
者
教
室
(
4
月
～
5

月
)

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

表
1
の
と
お
り
家
族
介
護
者
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
申
込
=
電
話

申
・
問

先
↓
″
1の
各
施
設

表1　 家族介護者教室日 程

生
活
に
お
困
り
の
方
の

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
や
民
生
委
員
は
、
日
ご

ろ
、
で
き
る
限
び
地
域
の
情
報
把
握
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
広
い
地
域
の
実
態

を
完
全
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
皆
さ
ん
の
隣
近
所
に
、
生
活
に
お

困
り
の
方
で
、
寝
た
き
り
や
重
い
病
気

で
福
祉
事
務
所
へ
相
談
に
来
ら
れ
な
い

方
が
い
ま
し
た
ら
、ご
一
報
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
相
談
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
衷
2
)

ま
た
は
民
生
委
員

表2　 福祉事務所一覧

個
人
事
業
主
の
方
へ

9
年
度
第
1
回

足
立
区
生
業
資
金

対
象
こ

般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の

方
で
、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
る
、
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
肩
た
す
方
…
区
内
に
1
年

以
上
居
住
/
世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住

民
登
録
上
の
世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま

た
ほ
拡
充
が
目
的
/
住
民
税
を
蓆
納
し

て
い
な
い
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
L

人
い
る

貸
付
額
I
L
世
帯
図
万
円
以

内
(
予
足
利
率
0
.
9
%、据
置
期
間
中
は

無
利
子
)

返
済
方
法
=
6
ヵ
月
据
え

置
き
後
6
0回
元
利
均
等
償
還

申
込
=

申
込
魯
を
窓
口
に
持
参
。
用
紙
は
、
区

民
事
務
所
(
中
央
本
町
区
民
事
務
所
は

除
く
)
、福
祉
事
務
所
、助
労
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。
用
紙

交
付
は
4
月
1
日
か
ら

受
付
期
間
1
4

月
7
日
～
1
8日

※
次
回
の
貸
し
付

け
(
第
2
回
)
は
、7
月
中
旬
に
受
け

付
け
を
予
定
し
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、

応
急
小
口
資
金
、
高
額
療
養
資
金
等
の

各
種
貸
し
付
け
が
あ
り
、
常
時
受
け
付

け
て
い
ま
す

申
・
問
先
=
福
祉
医
療

課
貸
付
係

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・

介
護
福
祉
士
を
目
指
す
方
へ

修
学
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す

対
象
l
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・

介
護
福
祉
士
の
養
成
学
校
に
入
学
予
定

ま
た
は
在
学
し
て
い
る
方
で
、卒
業
後
、

区
内
の
福
祉
施
設
等
で
そ
れ
ぞ
れ
の
尊

務
に
従
事
す
る
意
思
の
あ
る
方
(
3
年

以
上
従
事
す
れ
ば
返
済
免
除
)

※
た

だ
し
、
同
種
の
資
金
を
盾
り
て
い
な
い

方
に
限
り
ま
す

賃
付
限
麦
額
=
年
額
3
6

万
円
(
無
利
子
)

貸
付
期
間
=
養

成
施
設
の
正
規
の
修
学
期
間

定
a
l
l

人
程
度

申
込
=

霧
窓
口
へ

期

限
=
4
月
2
5日

申
・
問
先
=
福
祉
計

画
課

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
は

4
月
末
ご
ろ
ま
で
に
支
給
し
ま
す

提
出
さ
れ
た
申
挟
S
を
審
査
の
上
、

支
給
該
当
と
な
っ
た
方
に
は
、4
月
末

ご
ろ
ま
で
に
口
座
振
込
等
で
支
給
し
ま

す
。

支
給
額
―
▽
福
祉
給
付
金
…
1

人
に
つ
き
1
万
円

▽
介
護
福
祉
金
…

よ

に
っ
素
1
万
円

▽
特
別
給
付
金

…
1
人
に
つ
き
1
万
円

問
先
―
▽
年

金
関
係
で
支
給
を
受
け
る
方
・
:国
民
年

金
課
給
付
係

▽
児
童
扶
養
手
当
関
係

で
支
給
を
受
け
る
方
・・・
児
童
手
当
係

▽
障
害
や
福
祉
手
当
関
係
で
支
給
を
受

け
る
方
…
在
宅
福
祉
係

▽
原
爆
被
傷

者
関
係
で
支
給
を
受
け
"
芳
・・・
保
健
管

理
課
管
理
係

▽
そ
の
ほ
か
の
関
係
で

支
給
を
受
け
る
方
…
福
祉
管
理
課

、
各

福
祉
事
務
所
(

表
2
)

ま
た
は
在
宅
福

祉
課

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

高
齢
者
の
就
業
出
張
相
談

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
豊

富
な
知
識
や
経
験
を
持
ち
、
健
康
で
働

く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
就

業
に
つ
い
て
、
出
張
相
談
を
行
つ
て
い

奪
f
'。

泳
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
は
、
都
・
日
暮
里
高
年
齢
者
就
業
相

談
所
と
合
同
で
行
い
毒
歹

日
程
―
表
3

問
先
=
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

登
(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

表3　 出彊相談日程

注1) 畸問はいずれも午前1( 將～午後3時
( 西新井区民ギャラリーは午後4 畸まで)
注2) 9 月の老人会館は第3 水皿日です

税

金

お持ちでない
バイクや軽自動車の税金を

払っていませんか

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在
。

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て

い
る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原
動
機

付
自
転
車
や
軽
二
・
一価

四
輪
車
、
二

輪
小
型
自
動
車
を
持
っ
て
い
る
方
で
、

次
に
該
当
す
る
方
は
、
届
け
出
を
す
れ

ば
9
年
厦
以
降
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
。

対
象
=
盗
雌
に
あ
っ
て
見
つ
か

っ
て
い
な
い
方
(
警
察
に
盗
難
届
を
出

し
て
も
廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/
届
け

出
を
し
な
い
で
誤
っ
た
り
、
売
っ
た
り

し
た
方
/
解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
方

問
先
=
表
4

表4　 問い 合わせ先一 覧

中
小
企
業
融
資
の
利
率
を

2
.
2
%
に
引
き
下
げ
ま
す

区
で
は
、
中
小
企
業
を
経
営
し

て
い
る
皆
さ
ん
に
、
運
転
資
金
や

設
偉
資
金
等
の
あ
っ
せ
ん
融
資
を

行
つ
て
い
ま
す
が
、
4
月
1
日
融

資
申
し
込
み
分
よ
り
、
貸
付
利
率

を
引
き
下
げ
ま
す
。

新
年
利
=
2
.
2
%

申
・
問
先
―
産
業
振
興
課

融
資
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

証
明
書
の
用
紙
が
変
わ
り
ま
す

次
の
各
証
明
書
は
、
3
月
3
1β
か
ら

偽
造
防
止
用
紙
に
な
り
ま
す
。

該
当

す
る
証
明
S
I
住
民
票
、
外
国
人
登
録

済
証
明
S
、
課
税
・
納
税
証
明
書
、
標

識
交
付
証
明
S

、
廃
車
申
告
受
付
一
等

陶
先
上
尸
糟
住
民
課
住
民
記
録
係
・
外

国
人
登
録
係
、
課
税
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹
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国

保

お
送
り
し
ま
し
た

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証

特
定
疾
病
療
養
受
療
証

国
民
健
康
保
険
証

4
月
1
日
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い

保
険
証
を
、3
月
2
5日
に
郵
送
し
ま
し

た
。
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
受
診
す
る

と
き
は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
=
▽

一
般
被
保
険
者
証・・・う
ぐ
い
す
色

▽

退
職
被
保
険
者
証・
:
渙
ク
リ
ー
ム
色

有
効
期
隰
T
1
1年
3
月
3
1日

▽
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

住
所
、
氏
名
な
ど
に
誤
ひ
が
あ
っ
た

場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
課
寥
た
は
区

民
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
自

分
で
訂
正
、―

険
証
は
無
効
に
な
ひ
ま
す
。4
月
に
な

つ
て
も
保
険
証
が
届
か
な
い
と
き
は
、

国
民
健
康
保
険
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証

は
、
国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は
区
民
事

務
所
に
お
返
し
く
だ
さ
い
(
郵
送
可
)
。

問
先
=
資
格
賦
課
係

国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療

証
人
工
透
析
な
ど
を
受
け
て
い
る
方
が

お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療

養
受
療
証
も
、3
月
2
4日
に
郵
送
し
ま

し
た
。
新
し
い
受
東
証
が
届
い
た
ら
、

古
い
受
東
証
は
、一
民
健
康
保
険
課
ま

た
は
区
民
事
務
所
に
お
返
し
く
だ
さ
い

(郵
送
可
)
。

問
先
―
保
険
給
付
係

年

金

4
月
は
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
(
明
治
4
4年
4
月
1

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
対
象
)
を
受
け

て
い
る
方
は
、4
月
H
日
か
ら
指
定
の

郵
便
局
で
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

孝
ま
す
。
な
お
、4
月
は
、
老
齢
福
祉

年
金
証
S
(
乖
喚
)
を
国
民
年
金
課
に

提
出
し
て
い
た
だ
く
時
期
で
す
。
年
金

を
お
受
け
取
り
に
な
っ
た
ら
至
急
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の
=

年
金
証
書
(
緑
色
の
手
帳
)
/
印
鑑
(
代

理
人
の
場
合
は
、
代
理
人
の
印
鑑
も
必

要
)

問
先
=
給
付
係

納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

9
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
S
　

(
前
期
分
)
を
4
月
上
旬
に
送
付
し
ま

す
。前
納
割
引
納
付
書
(
1
年
分
・
6

ヵ
月
分
)
と
各
月
別
の
納
付
S
(
4
月
～

9
月
分
)
が
一
緒
に
つ
づ
ら
れ
て
い

ま
す
。
切
り
離
さ
ず
に
、
金
融
機
関
や

国
民
年
金
課
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
―
▽
1

年
前
納
・
6
ヵ
月
前
納
・
:
4
月
3
0日

▽
毎
月
分
…
翌
月
の
末
日

間
先
=
保

険
料
係

ご
利
用
く
だ
さ
い
ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
李
T
。

日
時
1
4
月
9
日
(
水
)
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
l
区
役
所
・
国

民
年
金
課
前

問
先
=
推
進
係

生

活

環

境

道
路
上
へ
の
看
板
・
日
よ
け

設
置
に
は
許
可
が
必
要
で
す

道
路
の
上
空
に
看
板
や
日
よ
け
を
設

置
す
る
な
ど
し
て
、
道
路
を
継
続
し
て

使
用
す
る
こ
と
を
遭
路
の
占
用
と
い
い

ま
す
。
道
路
を
占
用
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
道
路
管
理
者
の
許
可
を
受
け

る
冫
と
も
に
、
政
令
お
よ
び
条
例
で
定

め
ら
れ
た
占
用
料
を
支
払
う
y
」と
が
必

賽
で
歹
。
ま
た
、
遭
路
占
用
許
可
を
受

け
る
た
め
に
は
、
占
用
物
件
ご
と
に
基

準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
占
用
許
可

期
間
満
了
後
、
引
き
続
き
占
用
す
る
場

合
は
、更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

占
用
料
や
申
請
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

占
用
係
ま
た
は
都
の
建
設
事
務
所
備
え

付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
先
=
道
路
管
理
課
占
用
佩
、

区
内
の
都
遭
に
つ
い
て
は
都
・
I
(
建

設
事
務
所

霑
(
3
8
8
2
T
1
5
1

都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業

3
月
3
1日
で
3
地
区
が
事
業
終
了

区
で
は
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て
、
大
地
震
時
の
火

災
に
対
し
安
全
な
「
避
難
路
」
や
「
延

焼
遮
断
帯
」
を
整
爾
す
る
た
め
、
都
市

防
災
不
燃
化
促
進
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
事
業
は
、
不
燃
化
促
進
区
域

内
で
事
業
実
施
期
間
中
、
一
定
の
基
準

に
あ
っ
た
不
燃
建
築
物
を
燧
て
る
方
に

工
事
費
の
一
部
を
助
威
し
、
建
物
の
不

燃
化
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
区

域
内
で
建
物
を
建
て
よ
う
と
お
考
え
の

方
は
ぜ
ひ
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。ま
た
、建
築
工
事
簟
裏
で
に
、

助
成
申
請
が
必
要
と
な
ひ
穿
歹
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
都
市
防
災

不
燃
化
促
進
事
業
は
、
現
在
図
1
の
9

地
区
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
小
台
通

り
地
区
・
日
光
街
道
A
地
区
・
補
助
1
9
0

号
線
地
区
の
I
地
区
に
つ
い
て
は
、
3

月
3
1日
で
事
業
終
了
と
な
り
ま
す
。
助

成
対
象
と
な
る
の
は
、
事
業
終
了
日
に

完
成
し
て
い
る
建
築
で
す
の
で
、
ご
注

奪
ぐ
だ
さ
い
。

※
不
燃
化
促
進
区
域

と
は
、
指
定
路
線
の
道
路
の
両
側
か
ら

お
お
む
ね
3
0
m以
内
の
区
域
、
お
よ
び

中
央
本
町
と
梅
島
の
一
部
区
域
で
す

問
先
=
防
災
ま
ち
づ
く
り
係

図1　 不燃化促進区域図

広
聴
フ
ァ
ク
ス
の
ご
利
用
を

区
政
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
要
g

廷
、広
聴
(
ガ
キ
、電
話
等
で
伺

つ
て
い
奪
歹
が
、
今
回
フ
ァ
ク
ス

を
設
置
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
寄
せ
弧
れ
た
ご

意
見
へ
の
回
答
に
つ
い
て
は
、
従

采
の
広
聴
(
ガ
キ
と
同
じ
よ
う

に
、電
話
、文
書
等
で
行
い
ま
す
。
F
A
X
(
3
8
8
0
)
5
6
7
8

利
用
開
始
1
3
月
2
6日

間
先
―

広
聰
相
談
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

区
民
葬
儀
利
用
券
を
発
行
し
て
い
ま
す

区
で
は
、
軽
い
負
担
で
簡
素
な

葬
儀
を
望
む
方
に
、
区
民
葬
儀
利

用
劵
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

発

行
堝
所
上
尸
籍
窓
口
係

申
込
―

死
亡
診
断
S
(
死
亡
届
)
、ま
た
は

火
葬
許
可
!

嘉
昭
し
て
葬
儀
券

を
受
け
と
り
、
区
民
葬
儀
取
り
扱

い
業
者
へ
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い

S
用
―
葬
祭
具
、
霊
柩
(
れ
い

き
ゅ
う
)
卑
、
火
葬
な
ど
の
ラ
ン

ク
に
よ
り
約
1
3万
円
か
ら
3
0万
円

の
範
囲
で
選
べ
ま
す

※
こ
の
ほ

か
に
諸
経
費
、
消
費
税
が
必
要
に

な
り
ま
す

問
先
上
尸
籍
窓
口
係

一一
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

印
鑑
登
録
証
が
変
わ
り
ま
す

す
で
に
お
持
ち
の
方
は

そ
の
ま
ま
ご
使
用
で
き
ま
す

新
印
鑑
シ
ス
テ
ム
の
稼
励
に
伴

い
、
3
月
3
1日
か
ら
印
鑑
登
録
証

等
が
変
わ
り
ま
す
。

カ
ー
ド
型
の
印
鑑
登
録
証

新
し
く
印
鑑
登
録
さ
れ
る
方

に
、
こ
れ
ま
で
の
手
俶
型
の
登
録

証
に
変
わ
り
、
区
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
の
入
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
カ
ー
ド
型
の
登
録
証
を
交
付
し

ま
す
。

※
カ
ー
ド
型
の
印
鑑
登

録
証
は
、
新
規
に
登
録
さ
れ
る
方

に
交
付
し
ま
す
。
既
に
そ
糢
型
の

登
録
証
を
お
持
ち
の
方
は
。3
月
3
1

日
以
後
も
そ
の
ま
ま
使
用
で
き

李
歹印

鑑
証
明
書
が
細
小
さ
れ
ま
す

証
明
魯
の
用
紙
サ
イ
ズ
が
、A
5

判
に
変
更
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

証
明
書
の
公
印
が
黒
色
の
電
子
公

印
に
な
り
李
歹
。

-
い
ず
れ
も
自

問
先
1
庄
民
記
録
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ま
た
は
各
区
民
事
務
所

ひ
ろ
ば

【
投
稿
規
程一
サ
ー
ク
ル
情
報
、

催
し
物
な
ど
の
案
内
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
/
営
利
・
宗
教
・
政
治
目

的
の
も
の
、
会
費
が
月
額
4
千
円

を
超
え
る
も
の
、
投
稿
内
簪
が
不

備
な
も
の
は
掲
載
で
孝
ま
せ
ん
/

―
団
体
I
事
業
/
1
ヵ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は
手
短
か
に
袤
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
名
、
費
用
(
入
会
金
、
月
額
、

使
途
な
ど
)
澂
明
記
し
て
、
萼
蛩
是
は
持
参
/
採
否
は
連
絡
」ま
せ

ん
/
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
サ
ー
ク
ル
募
集
は
先
糖
順
/
催

し
物
の
締
め
切
り
は
、
発
行
日
の
L
力
月
前

投
稿
・
問
先
―
広
報
課

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
投
稿
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

〒
圀
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

豐
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

=
催

し

物
=

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

4
月
6
日
(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
3

時
(
雨
天
の
場
合
4
月
1
3
E
)
/
谷
在

家
公
園
/
出
店
料
千
円
/
申
し
込
み
は

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
(
3
月
3
1
ほ
必
着
)

/
フ
レ
ン
ズ
・
関
口
〒
1
2
3
足
立
西
郵

便
局
留
酋
(
5
6
9
1
)
3
6
6
2

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

4
月
2
7
日
(
日
)
、午
前
1
1
時
～
午
後
3

時
(
雨
天
の
場
合
4

月
2
9日
)
/

元
渕

江
公
園
/

申
し
込
み
は
往
復
(

ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
(
3

月
2
9日
必
着
)
/

カ
ー
ニ
バ
ル

・
中
川

〒
圀
弘
道
郵
便
局
留

酋
(
3
8
5
2
)
3
1
3
0

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
4

月
5

日
(
土
)
、
午
後
2

時
(
開
場
は
3
0
分

前
)
/

竹
の
碾
セ
ン
タ
ー
/

千
円
(

全

席
自
由
)
/

足
立
キ
ッ
ス
ク
ラ
ブ

さ
(
5
6
9
1
)
0
4
8
4

☆
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室
4
月

狛
一
・
2
4
日
、5
月
8
・
2
2
日
、6
月
り
一

・
2
6
日
、午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

/
千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館
/
1
6
歳
以

上
の
区
民
(

初
心
者
歓
迎
)
/

沺
円
/

上
履
き
用
運
動
靴
持
参
/

足
立
区
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
・
長
谷
部

酋
(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

☆
眷
の
観
桜
茶
会
4
月
5
日
(
土
)

・
6
日
(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

3
0分
/
花
畑
記
念
庭
園
桜
花
亭
/
お
茶

券
(
1
日
)
2
千
瞋
円
/
足
立
区
華
道

茶
道
協
会
・
田
中

S
(
3
8
8
6
)
5
9
2
`
/
』

☆
足
立
・
渕
江
・
一
田
川
高
校
演
劇
都

1

合
同
公
演
「
臉
の
毋
」4

月
3
日
(

木
)
、
午
後
L
時
3
0分
/
中
部
参
人
館
/

無
料
/
問
い
合
わ
せ
は
中
部
孝
人
館

酋
(
3
8
8
9
)
4
6
6
1

☆
足
立
よ
い
映
圖
を
み
る
会
「
三
本
足

の
ア
ロ
ー
」「
赤
い
花
」3

月
2
6日
(

水
)
・
3
1日
(
月
)
、
午
前
1
0時
・
午

後
O
時
1
0分
・
2
時
2
0分
/
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/
崩
円

(
3
歳
以
上
)
/
荒
井

き
(
3
8
5
8
)
3
0
4
Q
`

=
募
集
=

☆
リ
ズ
ム
体
操
(
は
づ
き
)
毎
週
木

限
日
、午
前
1
0
時
～
H
時
3
0
分
/
中
央

本
町
体
育
館
ほ
か
/
入
会
金
3
千
円
、

月
額
2
千
5
0
0円/
見
学
自
由
/
金
浜

酋
(
3
8
9
7
)
8
4
0
3
(

夜
間
)

☆
ひ
ふ
み
カ
ラ
オ
ケ
会

月
3
回
火
曜

日
、
午
後
6
時
/
西
新
井
大
師
近
ぐ
/

月
額
3
千
円
/
松
原

酋
(
3
8
8
7
)
7
9
8
4

☆
ヨ
ガ
ー
サ
ツ
ト
ウ
ワ

毎
週
月
曜

日
、
午
後
1
時
I
3
時
/
中
央
本
町
セ

ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
2

千
円
/
落
合

S
(
3
8
8
6
)
3
3
2
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電話のかけ間違いが増えています。電話番号をもう一度ご確認ください
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「
女
性
の
つ
ど
い
」婦
人
週
間
記
念
事
業

ー
区
政
を
身
近
に
!
議
員
と
語
る
ー

女
性
が
初
め
て
参
政
権
を
行
使
し
た

昭
和
2
1
年
4

月
1
0
日
の
総
選
挙
を
記
念

し
て

、4
月
1
0日
か
ら
の
↓
週
間
を
「
婦

人
週
間
」
と
し

、
各
地
で
男
女
共
同
参

圃
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
活
励
が
行

わ
れ
李
T

。そ
の
一
環
と
し
て

、「
女
性

の
つ
ど
い

」
を
閲
催
し
李
歹
。
今

、
私

た
ち
の
寥

む
り
に
は

、
さ
ま
ざ
廖
な
問

題
が
渦
巻
い
て
い
ま
す

。
そ
の
中
か
ら

「
在
宅
介
護

」
「
子
育
て
支
援

」「
女
性

の
政
治
参
画

」
を
取
ひ
上
げ
、
区
議
会

の
各
派
代
表
議
員
と
一
緒
に
語
り
合

い
、考
凡
て
み
ま
せ
ん
か
。日
時
=

4
月
1
2
日
(
土
)
、午
後
1
時
(
開
場
)
～

4
時

内
容
=
各
派
代
表
議
員
に
よ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
/
区
民
参
加
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
=

颶
嶋
敬
氏
(
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

定
員
=
濶
人

申
込
―
当
日
直
接
会
場

へ

※
2
歳
か
ら
学
齢
前
の
お
子
さ
ん

の
保
育
を
希
望
す
る
方
は
4
月
7
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問

先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

伊
興
遺
跡
公
園
お
よ
び

展
示
館
の
開
館
時
間
の
変
更

伊
興
遺
跡
公
園
お
よ
び
朕
示
館
の
閲

館
時
間
が
4
月
1
日
(
火
)
よ
り
、
午

前
9
時
か
ら
午
後
5
時
と
な
り
李
す
。

問
先
=郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

ビ
デ
オ
広
報
〝ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
〟

「
ま
ち
も
元
気
わ
た
し
も
元
気
」完
成

映
像
で
ま
ち
の
話
題
や
出
来
事
を
紹

介
し
て
い
る
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
。
今

回
は
住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど

を
と
お
し
て
健
康
に
つ
い
て
特
集
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
丶
ご
覧
く
だ
さ
い
。

賃
出
場
所
―
区
政
情
報
室
、
区
内
各
図

寄
館

問
先
―
広
報
課
映
像
廻
当

壺
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

風
薫
る
五
月
～
区
民
施
設
見
学
会

団
体

対
象
=
1
8
歳
以
上
の
区
民
で
構
成
さ
れ

る
2
0
人
以
上
3
0
人
以
下
の
団
体
定
S

1
1
団
体
(
抽
選
)
申
込
―
往
復
(

ガ
キ
に
グ
ル
ー
プ
名
、代
表
者
の
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
一
話
番
号
、
「5
月
9

且
皿
設
見
学
会
(
団
体
)
希
望
」と
明

記
(
1
団
体
一
通
に
限
ひ
豕
y
)

個
人

対
象
―
辺
苡
上
の
区
民

定
員
L
各

日
3
0人
(
抽
選
)

申
込
―
往
復
(
ガ

キ
に
参
加
者
全
員
(
冫
人
ま
で
)
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、
希
望

日
(
第
2
希
望
袤
で
)
、「
個
人
施
設
見

学
会
希
望
」
と
明
記

-
い
ず
れ
も
1

日
時
等
=
下
表
S

用
―
無
料
(
昼
食

・
お
茶
等
持
穆
願
い
ま
す
)

期
限
=
4

月
1
0日
必
着

申
・
問
先
L
広
報
係

干
1
2
0中央
本
町
1
1
1
7
1
1

区
民
施

設
見
学
会

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

区民施設見学会

※時間はいずれも

午前9時30分～午後4時( 予定)

世 帯264, 951五

乙

ニ 且|

。 男322, 216 人
情 報 コ ー ナ ー

参加者募集 第41回区民芸能大会
日時- 5月17日( 土) 、午前10時～
午後5 時( 予定) 場所一区R 所
庁舎ホール 出壜資格一観光恊a
会員( 家族) またはlヌr匣 ※ 過去3
年間 の大会最優秀賞 者、優秀賞

者および前大会優良賞者を除く/
個人を 原則とし 、団体の場合は10
人以内/1 人1 種目に限る 募集
種目お よび組歓- 　歌の部( 歌謡
曲 ・民 謡) … 60組[ > 踊り の 部
… 3n鈬 費用一参加者1 人あたり

会員千円、会員家 族千5㈲円、一般2
千円 申込一申込書に80円切手

を 添え事務局へ直接持参、または
甎1芙 期限- 4 月8 日消印有効
抽週日- 4 月15日( 火) ( 公開抽 選)
※ くわしくは、観光協会 ・各又匣
事務所 にある申込書、要綱をご覧
くだ さい 申・ 問先 一 観光協 会(
産業振興課内) 〒120 中央本町1- 17- 1113880

―5111( 代)

水上バスの旅 あだちリバーウォッチング
日時- 4月20日( 日) 、午前8時30
分～午後3時30分( 予定) 場所一
千住曙町船着場～岩淵水門～千住
新橋回り～秋ヶ瀬( 桜草まつり見
学) ～千住対象一観光協会会員
と家族お よn 呎r内在住の方 定異=100

人糧度( 抽選) 費用r> 観
光協会会員・・・3千円 【>会員家族
… 3 千5{ x}円c> 一 般… 4 千円( い

ずれも昼食付、当 日現地で支払い)
申 込一 往復ハガ キに 希望 者全員

の氏 名、年齢、住所、電話番号、
会員・会員家 族・一般の別、「4 月
リ バーウォッチング希望」と明 記

※ ハガキ1 枚で3 人 まで申し 込
み可/ 返信ハガ キの表にも代表者
の住所、氏名を 必ず記入/ 重複申
込は無効 期限- 4 月2 日消印有
効 申・問先一観光協会リバーウ
ォッチング担当( 曚業振興課内)
〒13 中央 本町1 ―17―1
H3880 ―5111( 代)

募 集
小学生おさらい教室
おさらい黔察では、4 月から 新

入生を募集し ます。経験豊かな元
小学校教師が、 マンツーマン方式
で指導し ます。 日時等一下表
定員一小学校1年生… 10人( 授業
開始は5月) / 2～4年生…若干
名( 先着順) 費用一月額4千～
5 千500円 申・間 先- シルバ ー
人材センター1S3859 ―2561

団 員募集

青少年洋上セミナー
都が実施する青少年洋上セミナ
ーに、区内在住の高校生を推罵し
ます。多くの出為いを求めて、15
日間の船旅にチャレンジしてみま
せんか。日程- 7月21日～8月
4 日 防 問国一中華人民共 和国
対象一区内に1年以上在住の高校
生/現に地域でボランティア活
励、青少年活動等を積極的に行っ
ていて、今後も継続して活励を続
けられる方( 過去に他の公的な海
外派遣事業に参加した人は応募で
きません) 推薦- 5人個人負
担金4万5千円募集期間4
月10日～20日申・問先一青年セ
ンターB3890 ―0061

第11回足立区観光写真コンクール

審査結果と入選作品の展示
応 募総 数189 点 の中 か ら 、審 査 の

結 果 、次 の 方 々 が入 選 し まし た( 敬

称 略) 。 推 薦( 区 長 賞) 一 広 瀬 太

一( 千 住仲 町) 特 選( 観 光 協 会

会 長 賞) 一 飯田 芳 正( 花 畑 五 丁 目) /
岩 上 伸 介( =F 住 旭 町) 準 特 選

一 橋 本 一三( 梅 飃r - - 丁 目) / 佐 藤
正 鳧( 平 野 一一-丁 目) / 渋 谷成 夫( 千

住 四 丁 目) / 吾 妻 洋一( 東 和 一 丁

目) 入 選 一 見機 望( 梅 田 六 丁 目)

ほ か9 人 佳作 一 戸田 栄 作( 北 区

う杷町) ほヵ44 人

入選作品を
次のとおり
展示します
ので、ご覧
ください。
期間- 4月
9日～15日
場所一区役
所1 階アト
リウム

問先一観光協会H3880 ―5111C代)

推
薦
(
区
長
賞
)
の
作
品

お楽し みください 4 月の区内各種展示
こども科学館イベ ントホ ール

D13日…理美フラワースタジオ花
展[ >19・20日…生け花・アート
フラワー展>26日～5月5日…
コンピ ュータルーム作品展示会

西新井区民 ギャラリー
β 5日～6日…バウハウス手作り
作品展冫10日～14日…第3回睦
● 会劃罠じ>16日～20日…足立区
俳国連叨籐　26日～29日…第4
回山野草展示会 ※ 初日と最終日
は搬入出作業のため展示時間は未
定。当 日お問い合わせく ださい

プチテラス・野外ギャラリー
● 千住宿歴史プチテラス( 千住河
原町21- 11)
C>5 ・6 日、12・13日… やっち ゃ

場の風俗屓t >19 ・20・26・27・29
日…山岳写真展

● 綾 瀬野外ギ ャラリー( 綾瀬3- 1)

じ>1～15日…油絵[ >16～30日…
● 道展

1入場無科。展示を希望する方は、` ;
お問い合わせください。問先ぺi l >

こども科学館イベントホールI F
。ギ ャラクシティ ・05242

―8161j E>
西新井区民ギャラリ ー( 西新i

井駅東ロサティ4階、火● 日休館丿
※ 29 日( 祝) は開館) …西新井 、
区民ギ ャラリー' 。
酋3852 ―3251

禰l l

　プチテラス・野外ギ ャラリー' ;
・・・まちづくoat ; i i i ,
魯3880- 5700( 直逮) J 峨 齏

鹿沼野外レクリエーションセンター
7 ・8 月分の利用案内

利用日数- 2 泊3 日まで 対象一
区内在住・在動の方 申込一往復
ハガキに 「鹿沼野外レクリエーシ
ョンセンタ ー」、団体名、代表者の
庄所・氏名・電話番号、利用人数
を 明記 ※ 1 団体1 通 に限 り ま
す。靈襠申し 込みは無効 期限
4月14日必4着 抽選日- 4 月16日

(水) 、午前9 時から区役所南館12
階会 議室 受 付日 等- 4 月26 日(
土) 、ギ ャラクシティ ※ 抽 選で決

定し た受付番号順に希望日を受け
付けます 申・問先一体育管理係
〒120中央本町1- 17- 1
03880 ―5111( 代)

足立の歴史をあなた自身で調べてみませんか 地 域講座
地域の歴史を明らかにする研究

講座を月一回、通年で閧催し ます。
戦争の基礎資料を調べる僉
足立に関する戦争記録の調査　
( 資料の収集、聞き取りなどをし
ます) 。開講日一第3土離日説
明会- 4月19日( 土) 、午後2時～
4 時
石逾物を調 べる僉
神社やお寺に残る石造物の謌査(
石造物のスケッチ、実測) 。 開
講日一第2 日曜日 説明会- 4 月

27日( 日) 、午後2時～4時　　　　
- いずれもー

説明会は郷土博物館講堂で行い
ます。 定員 一各15 人( 抽 選) 費
用一 無料( た だし 交通 費は自 己
負担) 申 込一往復ハガキに住所、
氏名、年齢、● 話番号、 講座名、
簡単な参加勤壙を明記 期限- 4
月8 日消印有効 申・問先一郷土
博物館 〒120大谷田5- 20- 1
酋・3620―9393

「あだち広報」は再生紙を使用しています F. S. K. 270, 000


